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TMT vs Subaru

1. それぞれの回折限界のサンプリングで観測するとバックグラウンド
リミ トでは表面輝度に対して同じ検出限界リミットでは表面輝度に対して同じ検出限界。
• 回折限界で比較すると 0.02” (200pc) vs. 0.06” (600pc)。1kpc 程度
のスケールで平均してみることは 8m でも得意のはず。平均 得 ず。

2.  30m / 8m = 8m / 2m の対応に近い。では現状で 8m の面分光に対し
て 2 で面分光の強みは何か？て 2m で面分光の強みは何か？
• 統計的な数の銀河に対して 3D 分光データを得る。統計を稼ぐこ
とでさまざまな相関関係の散らばりを見ることができる。

• 2m の面分光探査の例
MANGA @SDSS 2.5m,10,000 galaxies at 0.005<z<0.15
SAURON/Atlas3D @WHT Oxford group, early-type galaxies
CALIFA @CalarAlto, Potsdam group
SAMI @AAO 5000 galaxiesSAMI @AAO, 5000 galaxies



MANGA at z=0 から「すばる」面分光探査 at z>~1 へMANGA at z 0 から「すばる」面分光探査 at z> 1 へ

MANGAでは z=0で 3 600-10 000Aをカバーする これは赤方偏移 10のMANGA では z=0で 3,600 10,000A をカバ する。これは赤方偏移 1.0 の
銀河では 7,200-20,000A に対応する。

MANGA では空間分解能 2” (1-3kpc 相当) で近傍銀河を観測する。これは
赤方偏移 10の銀河の 0 2” 分解能に対応する赤方偏移 1.0 の銀河の 0.2” 分解能に対応する。

MANGA では 50-70km/s の波長分解能で近傍銀河を観測する。

ここまではマッチングさせることが可能だが、、、

MANGA では logMstar>9 について 1.5 Re で連続光で SN=5-10 を目指し、
3 時間露出を行う。@ z=0.1 DM = 38.2 である、z=1.0 では DM= 43.0。

同じ検出限界をすばる@z 1 で目指すことは厳しい 輝線のみの情報に絞同じ検出限界をすばる@z=1 で目指すことは厳しい。輝線のみの情報に絞
る？ (あるいはより近い宇宙に絞る？)。



CALIFAのデータの一例
バ ド 銀 光探査す382 fibers (2.7” core) のバンドルで z~0.02 の銀河を面分光探査する。

Sanchez et al 2012Sanchez et al. 2012



CALIFAのデータの一例

銀河全体のスペクトルではなく銀河の中心部領域のスペクトルを取り
出すことで中心部の電離メカニズムを正確に捉えることができる。

Sanchez et al 2012Sanchez et al. 2012



CALIFAのデータの一例

星で見た場合の速度構造(左)とガスで見た場合の速度構造(右)。

Sanchez et al 2012Sanchez et al. 2012



面分光方式それぞれの利点・欠点

3. イメージスライサー
光学系は複雑
素子毎の分離は完全ではない
データ形式はロングスリットに近い

1. マイクロレンズアレイ
光学系はシンプル光学系はシンプル
データ形式は複雑

2 イク レ ズアレイ 光 イバ2. マイクロレンズアレイ+ 光ファイバー
光学系はシンプル
データ形式はシンプルデ タ形式はシンプル
赤外で透過率の良いファイバーが不明
冷却化でのファイバー特性が不明



Keck OSIRIS
マイクロレンズアレイを用いて出来る瞳を分光する面分光。



Keck OSIRIS



CIRPASS
イク レンズアレイを用いて出来る瞳をフ イバ に導入して分マイクロレンズアレイを用いて出来る瞳をファイバーに導入して分
光する面分光。1.0-1.67umの波長域。



イメージスライサー方式について

視野固定の場合の例視野固定の場合の例
MUSE
Keck/CWI

多天体の場合の例
VLT/KMOSVLT/KMOS



イメージスライサー
イメージスライサーでの面分光。



Gemini NIFS
イメージスライサーでの面分光器。



Gemini NIFS 実際のデータ例



VLT : KMOS (F.L. late 2012)
1.0-2.5um IFU で 7.2’ 直径の 24 天体を面分光観測する。それぞれの IFU 
は 2.8” x 2.8” の視野を 0.2” サンプリングでカバーする。光学系は
pick off 部分 24台 IFU部分 24台 スリット分光器部分 3台 でpick-off 部分 24 台、 IFU 部分 24 台、スリット分光器部分 3 台、で
構成される。Pick-off 部分以降は光学ベンチに固定されている。



VLT : KMOS (F.L. late 2012)
光学系は 4 段構成。単体の面分光器と比較すると、field-flattener と
pickoff arms が加わる。



VLT : KMOS (F.L. late 2012)
天体の pick-off 部分は 2 軸の回転機構で光学的には再結像系で cold-
stop を持つ。



VLT : KMOS (F.L. late 2012)
古いデザイン？
アームの長さが変わるのを下の段の光学系で補償。



VLT : KMOS (F.L. late 2012)
IFU 部分は全反射系のイメージスライサー。



VLT : KMOS (F.L. late 2012)

IFU 部分は全反射系のイメージスライサー。



VLT : KMOS (F.L. late 2012)
反射系のグレーティング分光器が 3台で構成される。どちらの図も下
面がスリット側。15面の反射+１枚レンズ+グレーティング+カメラ
光学系。光学系。


